
資料４

 (１)　新金沢市立病院経営計画の評価と課題

①　新金沢市立病院経営計画の概要と進捗状況

ア　新金沢市立病院経営計画の概要

1．基本的な考え方
　　本計画は、平成１９年に策定された「金沢市立病院経営改善基本計画」の第３次４ヵ年計画であるが、 計画期間

　ひき続き経営の効率化を進め、市民に提供する医療の質の向上と地域の医療機関等との連携を強めるこ

　とで健康・医療を基盤とした地域貢献をさらに進めることを目的としている。

２．目標達成への主な手法
　　下記の視点から実施のための基本的施策を設定し、病院内の経営企画担当組織が中心となり、職員が

　一丸となって取り組むとともに、計画の進行状況について、評価・検証を行った。

（１）市民を中心とした安全・安心・味わいの医療を提供する連携型急性期病院、地域包括ケア支援

　　　病院を目指す視点

（２）地域医療構想における金沢市立病院の役割に関する視点

（３）自治体病院として公益性・公共性を堅持する視点

（４）先進医療、救急医療、チーム医療等の病院機能の強化の視点

（５）病院マネジメント・経営企画力の強化と効率的・即応性のある病院システムの構築

（６）職員の教育、研修、研究機能の強化と勤務環境の改善

（７）安らぎの空間の提供と地域貢献

３．今後の計画について
　　令和４年３月に総務省が示した「持続可能な地域医療提供体制を確保するための公立病院経営強化

　ガイドライン」に基づき、当院が置かれた実情等を踏まえ「経営強化プラン」を策定し、病院事業の

　経営強化に取り組むこととする。

イ　新金沢市立病院経営計画推進のための点検・評価

新金沢市立病院経営計画の概要及び体系 備　　考

４年（平成２９～令和２年度)

計画推進のための点検・評価の方法 取　　組　　状　　況

・改善へのフィードバック

・その他

・内部評価委員会の設置、活動

・外部評価委員会の設置、活動 新経営強化プランの策定にあわせて評価を実施予定

令和３年度に実績を評価
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②　新金沢市立病院経営計画の具体的内容と推進状況

ア　新金沢市立病院経営計画の進捗状況

１　提供する医療と地域医療構想 <１　現状における目標・評価と課題>

　本院の目指すコミュニティ医療を実践する

 ため急性期機能を充実させるとともに、回復 1

 期機能を持つことにより、急性期医療から在

 宅医療への継続性のある医療を提供する。

２　提供する医療の質の確保 <２　現状における目標・評価と課題>

 (1) 各センター機能の強化と認知症センター

　　　設置 2

3

4

5

6

3.フットケア外来（看護師外来）を実施

4.まちなかサロンで健康講座を実施

6.認知症認定看護師を令和元年度に１名、令和２年度に１名養成

 (2) 救急医療体制の強化

7

8

7.救急専門医は令和４年度より１名配置

8.ER型診療体制については、救急専門医の確保が必要なため、今後検討する

元年度 2年度基本的施策 29年度 30年度

平成29年度の地域医療構想、医療計画の策定に
伴い、本院の役割との調整を検討

新金沢市立病院経営計画の項目 取　組　状　況

○ ○ ○ ○

1.平成31年4月に地域包括ケア病床を54床に増床

基本的施策 29年度 30年度 元年度 2年度

チーム医療の推進 ○ ○ ○ ○

看護師外来の開設 ○

出前講座の実施 ○ ○ ○ 未

認知症サポート医1名の養成 ○

認知症認定看護師2名の養成 未 未 △ ○

2.チーム医療としてNST、褥瘡フットケア、認知症、排尿ケア、緩和ケアチームが活動

基本的施策 29年度 30年度 元年度 2年度

救急専門医の配置（1名増員） 未 未 未 未

休日のＥＲ型診療体制の導入 未 未 未 未

kndp
ハイライト表示

kndp
ハイライト表示

kndp
ハイライト表示
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 (3) ４疾病、認知症に対する積極的な対応

9

10

11

12

13

14

15

13.令和元年度、院内に認知症チームを設置

15.平成30年度、他医療機関へ助言等を行う体制を整備。認知症外来充実に向けて今後も検討。

 (4) 感染対策の充実

16

17

 (5) 開発型医療の推進と外科手術機能の強化

18

19

18.医師の開発型医療に関する論文制作を支援

19.令和元年度は外科医師1名減となった影響により減。令和２年度は新型コロナウイルスの影響により減。

元年度 2年度

631 601 478 440

未 未

○ ○
緊急時の対応のため25床を維持する

２類感染症、結核感染に対する講習会
○ ○ ○ ○

 を実施

２類感染症病床があり、SARS,MERS等の

看護師1名 看護師1名

29年度 30年度 元年度 2年度

△ △

○

がん対策

○

　ⅰ職員・医療関係者の教育・研修の実施 ○ ○ ○

新金沢市立病院経営計画の項目 取　組　状　況

　ⅳがんサロンの運営 ○ ○

基本的施策 29年度 30年度 元年度 2年度

○

　ⅱがん専門医スタッフの育成 ○ ○ ○ ○

　ⅲ化学療法・緩和ケアの充実 ○ ○ ○ ○

基本的施策 29年度 30年度 元年度 2年度

認知症対策

　ⅰ認知症センターの設置 ○ ○

　ⅱ認知症専門医、認知症専門看護師の

　　育成

 　ⅲ認知症外来の充実、在宅認知症患者
未 △

未 未

　　への支援

医師1名

基本的施策

基本的施策

教育研修委員会内に開発型医療推進部門を
未 未

○ ○

29年度 30年度

設置

高度手術機器の導入を行い手術件数、

全身麻酔手術件数の増加



資料４

 (6) 災害拠点病院としての機能の充実

20

21

22

３　地域住民を中心とした医療の実現 <３　現状における目標・評価と課題>

 (1) 地域連携室の機能強化
23
24

25

26

27

28
23.平成29年度、社会福祉士１名増員

24.平成30年度、退院支援室設置。令和元年度、入退院支援室に名称変更。

25.地域連携室通信「スクラム」配信

26.令和元年度、地域共通カルテの導入

27.平成30年度、医師・看護師による退院後在宅訪問開始

28.平成30年度、医師・看護師による退院後在宅訪問開始

 (2) 健康増進への取り組み
29

29.泉野福祉健康センターと共同でファミリーはぐくみクラブを実施

○ ○ ○
で実施している子育て支援事業を拡大

をつなぐ地域連携システムを構築
退院患者の在宅医療を行う病院看護師と

未 ○
訪問看護ステーション等との体制を整備

被災時の病院業務継続計画（BCP）の策定 未 ○

29年度 30年度 元年度 2年度基本的施策

○

災害医療計画における病院として
○ ○ ○ ○

中心的役割を担う

新金沢市立病院経営計画の項目 取　組　状　況

DMAT２チームを維持 ○ ○ ○

基本的施策

在宅支援医師、看護師の配置

開放病床病院、後方支援病院として
○

2年度基本的施策 29年度 30年度 元年度

社会福祉士の増員 ○
地域連携室に入院センター、退院支援、

未 ○
広報・ICT部門を設置

○
情報を発信
かかりつけ医、介護福祉施設、在宅医療

○ ○

未 未 △ △

未 ○

金沢市の保健センター、金沢大学と共同
29年度 30年度 元年度 2年度

○

kndp
ハイライト表示
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 (3) 住民参加型の医療
30

31

30.まちなかサロンで健康講座を実施（令和２年度以降は新型コロナウイルスの影響により未実施）

31.ヘルシーメニュー（嚥下食）を創作し、病院給食で提供

４　地域包括ケアを支援する医療の確保 <４　現状における目標・評価と課題>

32
33

33.令和元年度、地域共通カルテの導入

５　経営の分析と効率化、経営形態の在り方 <５　現状における目標・評価と課題>

 (1) 経営企画室の機能強化
34

 (2) 管理会計システムの導入とDPCデータを
　　を用いた経営分析 35

36

37

35．収入に関する部門別経営分析は令和４年度より実施。今後支出についても実施する。

36.令和元年度より、DPCを用いた他病院との比較を外部委託により実施

新金沢市立病院経営計画の項目 取　組　状　況

○ ○ ○ ○

未 未 未 未
分析の実施

未 未 ○ ○
DPCデータを用いた他病院との比較の

○

基本的施策 29年度 30年度 元年度 2年度

未 未 △ △
共通化）の開発

29年度 30年度 元年度 2年度

2年度
入退院支援室の設置 未 ○

基本的施策 29年度 30年度 元年度

未 ○ ○ 未
での健康授業や体験学習の実施
地元の飲食業と連携したまち塾の開催と

未 未 ○ 未

基本的施策 29年度 30年度 元年度 2年度

経営分析を専門とした職員の育成
基本的施策

実施
年度事業計画や内部・外部評価における
基礎データの作成

公民館等での講演、市民講座の開催、学校

ヘルシーメニューの開発

地域共通カルテ（診療情報提供書の

管理会計システムを用いた部門別経営

kndp
ハイライト表示

kndp
ハイライト表示



資料４

 (3) 診療材料費の適正な管理と医療機器の
　　整備 38

39
40

41

42

 (4) 委託業務の見直し
43

 (5) 経営形態の在り方と病院再開発
44

45

46

６　職員の教育・研究・研究体制の強化 <６　現状における目標・評価と課題>

 (1) 初期臨床研修医の育成と受け入れ体制の
　　充実 47

48

新金沢市立病院経営計画の項目 取　組　状　況

47.県全体での研修医定員枠が決まっており、増員は県との交渉が必要。

48.令和２年度、新型コロナウイルスの影響により未実施

未 未 未 未
ナンシー市への医師派遣、ナンシー市から

○ ○ ○ 未
の医学生の受け入れを継続

44.地方独立行政法人化については引き続き研究

29年度 30年度 元年度 2年度

未
地方独立行政法人化を研究
施設の老朽化に対し、実情に合った

○ ○ ○ ○
対策を実施

地方公営企業法全部適用を検証し、
未

○ ○ ○ ○

基本的施策 29年度 30年度 元年度 2年度

　委託の契約期間、委託業務の見直し
29年度 30年度 元年度 2年度

医療機器の購入時、先進医療機器を
○ ○ ○ ○

39.ジェネリック医薬品の使用率87％(令和3年度)

重複医薬品・診療材料を整理し
○ ○ ○ ○

適正な在庫の維持

比較を行い購入価格の交渉を実施
ジェネリック医薬品の導入 ○ ○ ○ ○

29年度 30年度 元年度 2年度

基本的施策

優先

基本的施策
ベンチマークを用いた購入価格の

機器を選定する際、リース契約を検討 ○ ○ ○ ○

未 未 ○ ○

○ ○

研修プログラムを充実し研修医を増員
基本的施策

再開発の検討開始 ○

kndp
ハイライト表示
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(2) 医学・医療系学生の臨床・臨地実習生の
　　受け入れ 49

(3) 専門医制度に対する対応
50

(4) 新人看護職員の研修と認定看護師・特定
　　看護師の資格取得 51

52

51.学生の研修に注力しており、外部の新人看護職員が可能なプログラムは未作成

52.１年間に１名の認定看護師を育成

(5) がん専門薬剤師研修施設としてがん専門
　　薬剤師を養成 53

53.１年間に１～2名の研修薬剤師を受け入れ

(6) 科学研究費等競争的資金の獲得
54

54.令和３年度は２件獲得

新金沢市立病院経営計画の項目 取　組　状　況

2年度
○ 未 未 未

元年度 2年度
　研修薬剤師の受け入れ（年１名） ○ ○ ○ ○

他医療施設からの研修も可能なプログラム

２名育成

基本的施策 29年度 30年度

未 未

のプログラムを作成

未 未
を作成
認定看護師・特定看護師を１年間に

△ △ △ △

○ ○ ○ ○

29年度 30年度 元年度 2年度

基本的施策 29年度 30年度 元年度 2年度
クリニカル・クラークシップ学生の
積極的な受け入れ

基本的施策

基本的施策 29年度 30年度 元年度 2年度

総合内科専門医に関し、基幹型として
○

基本的施策 29年度 30年度 元年度
　科学研究費の年３件以上の獲得
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７　職員の勤務環境の改善 <７　現状における目標・評価と課題>

55

56

57

８　安らぎの空間の提供と地域連携 <８　現状における目標・評価と課題>

(1) 安らぎの空間の提供
58

59

(2) 地域貢献
60

61

62

新金沢市立病院経営計画の項目 取　組　状　況

60.福祉健康局・こども未来局とワーキングを実施し、今後の連携事業について検討予定

地元商店街と連携したまち塾に参加し
未 未 ○ 未

ヘルシーメニューを考案し普及を図る

作成し実践
新興感染症や災害に対する対応マニュアル

○
を作成し普及を図る

基本的施策 29年度 30年度 元年度 2年度
健康プログラムや育児支援プログラムを

未 未 未 未

○ ○

58.令和２年度、新型コロナウイルスの影響により未実施

50対１から30対1へ医療クラークを
未 △ △ △

の開催を継続

勤務改善委員会（E-jal）を中心に
○ ○ ○ ○

勤務環境を改善

基本的施策 29年度 30年度 元年度 2年度

増員し医師の負担軽減を図る
仮眠室、休憩室、浴室等の整備 未 ○

56.平成30年度、40対1に医療クラークを増員

57.東館にあった仮眠室を本館に移動し再整備

基本的施策
金沢美術工芸大学と連携しホスピタリティ

29年度 30年度 元年度 2年度

アートを展開
ホスピタルギャラリー、看護作品展等

○ ○ ○ 未

○ ○

kndp
ハイライト表示

kndp
ハイライト表示
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９　一般会計繰入等

公共的必要性により行われる医療に対し、
地方公営企業法等の法令に基づいて示された、
算出法で適切に繰り入れられている。

【新金沢市立病院経営計画の進捗状況】

取　組　状　況新金沢市立病院経営計画の項目

新金沢市立病院経営計画の62の基本的施策のうち、令和２年度末の時点で実施済が48件(77.4%)、一部実施が5件(8.1%)、未実施が9件(14.5%)となっ
た。
１．提供する医療と地域医療構想  達成率：100%
　・新経営強化プランにおいても地域医療構想との整合性を図っていく。

２．提供する医療の質の確保　達成率：76.1%
　・認知症患者サポート体制は強化され、感染症対策、災害拠点病院としての機能も向上した。
　　救急医療体制の強化、開発型医療の推進に向け引き続き検討していく。

３．地域住民を中心とした医療の実現　達成率：88.8％
　・在宅医療の支援として医師、看護師による退院後在宅訪問を開始しており、今後も地域連携室の機能強化が求められる。

４．地域包括ケアを支援する医療の確保　達成率：50%
　・地域共通カルテの効果的な運用に向け今後も検討が必要である。

５．経営の分析と効率化、経営形態のあり方　達成率：92.3％
　・引き続き経費の削減に取り組むとともに、部門別経営分析等により歳入、歳出の両面から経営改善を図っていく必要がある。

６．職員の教育・研究・研究体制に強化　達成率：50.0％
　・職員の資格取得に対しては一定の成果が見られたが、研修プログラムの作成については、今後優先度等も考慮し、検討していく必要がある。

７．職員の勤務環境の改善　達成度：66.6%
　・働き方改革を推進するうえで重要な課題であり、デジタル化やDXなど多様な観点からも検討していく必要がある。

８．安らぎ空間の提供と地域連携　達成度：80%
  ・withコロナ時代における実施方法について、地域の皆様と協議が必要である。



資料４

（単位：件）

（単位：件、％）

（単位：件）

3,941
2,507 2,683

　超音波稼働率　件数 3,175 3,451 3,633 3,816 3,854 4,164 3,458

9,917 10,732 10,583
　ＭＲＩ稼働率　件数 3,276 3,140 2,946 3,179 2,886 2,694
　ＣＴ稼働率　件数 10,947 10,715 10,663 10,509 10,353

503
　ＰＴＣＡ件数 108 104 76 64 70 43 83 125

69.6 68.3

　血管造影検査件数 464 429 335 353 301 332 452

49.6 56.5 55.2
　逆紹介率 64.5 65.4 71.3 71.4 71.0 79.1
　紹介率 43.8 43.7 45.6 45.9 47.0

122
　開放病床利用率 34.7 59.7 51.1 79.2 69.0 58.1 4.3 0.4

1,691 1,725

　開放病床登録医数 122 119 119 127 129 128 126

＜参考数値＞

　救急入院患者数 1,611 1,711 1,894 1,934 1,925 1,979

　全身麻酔手術件数 679 628 585 631 601

基本実績 26年度 27年度 28年度 29年度 30年度
875 808

5,474

元年度 2年度 3年度

478
　手術件数 1,168 1,058 980 1,033 965

1,573

788
440 501

　救急患者数 5,905 6,030 5,705 5,514 5,504
1,798

5,011 5,447
　救急車搬入台数 1,635 1,714 1,623 1,629 1,582 1,738


